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　今年も、赤い羽根共同募金運動が始まります。お寄せいただいた募金は、
静岡県全体で集約され、災害対策基金等を除いたのち、御殿場市の地域福
祉のために助成を受けます。
　昨年の実績では、御殿場市の募金総額として約991万円をお寄せいた
だきました。
　一方、県共同募金会から助成を受けた金額は、市社会福祉協議会が地域
福祉を推進する事業に583万円あまり（市内の子ども会、老人クラブ、障が
い者団体などの事業を助成）、約59％の助成を受けました。（詳しい募金の
使いみちは３ページ）
　私たちのまち、御殿場市をもっと住みよくするために、今年も赤い羽根共
同募金にご協力をお願いいたします。

©中央共同募金会

10月1日
12月31日

運動期間
赤い羽根共同募金

赤い羽根共同募金は、
「じぶんの町を良くするしくみ」です



だ れ も が 住 み 慣 れ た 地 域 で 、 安 心 し て 、 い き い き 暮 せ る ま ち （2）

このたよりは、赤い羽根共同募金の配分金により発行しています。

家庭・会社・商店・職場・街頭・学校

御殿場市共同募金委員会

静岡県共同募金会

募金の流れ 募金方法
戸別募金

市内全世帯を対象に、区長さんを通
じて協力をお願いしています。

職域募金 
職場内での募金活動により従業員
の皆様に協力をお願いしています。

学校募金
小学校、中学校、高等学校、特別支
援学校の児童会、生徒会を通じ、福
祉教育の機会としても協力をお願
いしています。

大口（法人）募金
民生委員さんの訪問により市内の
企業、商店、篤志家の皆様に協力を
お願いしています。

街頭募金
10月1日を中心として、駅やスー
パーなど市街地で実施いたします。

御殿場市
社会福祉協議会

市内の福祉施設
福祉団体

お年寄り・障がいのある方・子どもたちの支援事業

市民のみなさまへのＰＲと共に募金活動の向上を図ることを目的として、
10月1日を中心に、次のとおり街頭募金活動を行いますので、みなさまのご協力をお願い申し上げます。

実施日時 募金ボランティア実施場所

平成30年10月1日（月）
午前10時～11時

平成30年10月1日（月）
以降の休日

平成30年10月1日（月）
午後３時45分
　　　　～４時45分　

カインズホーム 御殿場店
マックスバリュ 御殿場富士岡店
マックスバリュ 御殿場萩原店
カインズホーム 御殿場店
マックスバリュ 御殿場富士岡店
マックスバリュ 御殿場原里店
マックスバリュ 御殿場新橋店
キミサワ 御殿場便船塚店
マックスバリュ 御殿場萩原店
セルバ 御殿場古沢店 

共同募金委員会役職員
　
御殿場十字の園、野菊寮、あけぼの
富岳会、さつき学園、あせびの家
やまいも倶楽部、やまいも工房、さくら学園
ステップ・ワン、むつみ作業所
みなみ保育園、こどもの家はしもと、富岳保育園
のぞみ作業所、とらのこ保育園、すみれ保育園、神山保育園
萩原保育園、高根学園保育所、双葉保育園

市街地 

募金の協力
よろしくお願いします。

ガールスカウト静岡第33団・ガールスカウト静岡第34団

◎街頭募金にご協力くださるボランティアを募集しております。
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このたよりは、赤い羽根共同募金の配分金により発行しています。

障がいのある方、団体のために　
●御殿場市障害者スポーツ大会の助成
●市内障がい者施設利用者・障がい者団体と地域の方々との交流助成
●心身障害児（者）交流会の助成
●障害者週間啓発キャンペーンの実施

●御殿場市子ども会世話人連合会事業の助成                                  
●中卒就職生への激励会助成
●認可外保育所の子ども達と地域の方々との交流助成
●準要保護世帯児童への小学校・中学校入学祝い金の支給
●公的広場の児童遊具整備（修理・新設・撤去）のための費用助成

●御殿場市社会福祉大会の開催
●御殿場市ふれあい広場の開催
●親子福祉体験・小学生福祉体験・中高生福祉体験の開催
●御殿場市ボランティア連絡協議会活動の助成
●災害ボランティア研修会など各種ボランティア講習会・研修会の開催　など

子どもたちのために   

高齢者のために 520，000円 

615，000円 

1，569，512円 

●御殿場市老人クラブ活動の助成

福祉啓発・ボランティア育成・各種援助のために　 3，130，809円 

昨年お寄せいただいた募金をもとに、御殿場市の地域福祉の推進のために、
次の事業に活用されています。　　　　　　　　　

下のイラストには7ヵ所のマチガイがあります。左と異なる右のイラスト7ヵ所に○印を付け、
切り取って官製葉書に貼り付け、お名前、住所、職業、共同募金や社協へのご意見を添えて、
10月12日（金）までに市社協までお送り下さい。抽選で20名様にすてきな景品をお送りします。 　　　　　

■あて先   〒412-0042　御殿場市萩原988-1 市民交流センター「ふじざくら」内 
                                               御殿場市社会福祉協議会　「赤い羽根クイズ」係

キリトリ

（3）



平成31年4月から開
始予定

事業は

   電話 0550-70-6801

平成30年10月6日（土） 13：15～開会
御殿場市民会館 大ホール

日　　時　　
会　　場

表彰状・感謝状の贈呈
・御殿場小学校  ・印野小学校 
・原里中学校   ・西中学校
◎手話通訳・要約筆記通訳がつきます

式 　 典
発　　表

御殿場市
御殿場市社会福祉協議会
御殿場市献血推進協議会

主　　催

御殿場市社会福祉協議会 問い合せ

「誰もが住み慣れた地域で、安心して、いきいきと暮らせるまち」を目指して、社会福祉大会を開催します。
第1部は、社会福祉に功労のあった皆様に対する表彰を行います。
第2部は、市内各学校の児童生徒による福祉体験発表を行います。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

住み慣れた地域で暮らし続けるために
　全国的な高齢化の進行に伴い、既存の公的なサービスだけでなく「地域」の力を活用しながら高齢者を支えていく「地域包
括ケアシステム」の構築が必要とされています。地域包括ケアシステムとは、各地域に住んでいる高齢者が、住み慣れた地域
で自分らしい生活を人生の最後まで持続できるように、介護や医療、さらには住まいや生活支援といった、高齢者を支える
サービスを一体的に提供するシステムのことです。

◎住民参加型生活支援事業  あったかサポートとは
　サービスを利用する人も提供する人も、同じ地域の住民同士です。
　日常生活でちょっとした困りごとがあっても、助けてくれる住民が近くにいたら心強いと思いませんか。
　この活動は普段の生活のちょっとした困りごと（ゴミ出し、部屋の片付けや庭の草取りなど）をご近所づきあいの延長で解決し
ていく、登録制の有償ボランティア事業です。

日　　時　　
場　　所

あったかサポート サポーター養成講座を開催します
御殿場市社会福祉協議会では、ちょっとした困りごとの解決をお手伝いしてくれる、サポーターさんの養成講座を開催いたします。

11月14日、21日（いずれも水曜日）14：00～16：30まで

市民交流センターふじざくら　                                    ※詳しくは社会福祉協議会までお問い合わせください。

お詫びと訂正 ひだまり277号6ページ目の「福祉講演会」について、お電話番号の記載に誤りがありました。
次の通りに訂正いたします。大変申し訳ありませんでした。訂正してお詫びさせていただきます。ひだまり２77号

記事訂正について 特定非営利活動法人 ヤベツの家

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

●誤 ●正   電話 0550-89-1421    電話 0550-89-9179→


